
相談相手 

問38 その不安や悩みについて誰かに相談しましたか。または相談しようと思ってい

ますか。主な相談相手等を２つまで選んでください。 
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学生生活の満足度とのクロス集計
（主な相談相手が友人）
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相談相手は友人、家族 

問36で何でも話せる友人がいると答えた学生が全体の約８割となっており、相談相手についても

「友人」が72.0％と群を抜いている。やはり学生には友人が心の支えになっているようである。次に

「家族」と答えた人が40.7％おり、圧倒的に多くの学生は友人や家族と相談していることがわかる。 

クロス集計をみても友人に相談している学生の学生生活における満足度が高く、友人が互いに

支えあい切磋琢磨しながら成長していく様子をうかがうことができる。 

一方、誰とも相談しないと答えた学生は不安や悩みを独り抱え込むことになり、学生生活の満足

度は低く、充実していないという数値になって表われている。困った時、何でも相談できる相手がい

るか、いないかで学生生活の充実度は大きく変わっている。 

また、本学と全国平均との比較においては「無回答」の数値や自宅通学者の割合の相違等考慮

すると目立った差はないといえる。 


